
わが町紹介（建部上中町）
建部地区には７つの町があります。建部キラリでは順に紹介しており、今回は上中町です。
中世建部荘に属し、元来は建部中村であるが、同郡内五個荘の中村と区別するために上中

村と呼ばれるようになりました。規模の類似した二つの集落からなり、おのおの北門・南門
の字名を持ちます。鎮守天神社は両集落の間で北門寄りに鎮座し、両集落の菩提寺である浄
土宗常徳寺が北門にあります。また両集落内にはそれぞれ地蔵堂があります。北門周辺には
整然とした条理地割がみられ、北の下野村から連続した地割区をなしていますが、南門では
条理地割は見られません。

上中町は二つの自治会（上中北、上中南）がありますが、昔から「両中」とも呼ばれ、惣
地の草刈り、自警消防団の運営管理を行っています。また、祭礼や左義長など神社関係の行
事や古くから伝わる事業を一緒に行っており、両中は切っても切れない関係です。初集会は
1月に開催され、午前中は両中の総会、午後からそれぞれの自治会に分かれ会議を行い、年
間事業や役員を決めます。6月には中間総会をそれぞれ開催し、会計報告や諸事の検討を行
います。両中の会長は二つの自治会長が交互に努めています。
現在の人口は222人（建部全体の7.４％）です。明治19年の記録によりますと、戸数は

６２戸、人口29７人で、当時は3割ほど多い人が暮らしていたようです。

【上中北、世帯数25】農道を中心とした草刈や排水路の泥上げ、
道路補修などを年数回行っています。毎年敬老会を開催しており、
今年は10月４日に20名をご招待し行いました。
また、津島さんのお祭りにはみんなでお弁当を食べ町民の
友好を深めています。
【上中南、世帯数２８】昔から続く川堀や町内清掃活動を継続して
行っています。5月には田の神様に豊作を祈願し、植付けお神酒を
いただきます。暫く途絶えていましたふれあいサロンを再開するため、
有志が中心となり準備しています。
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いつも、建部幼稚園の教育保育活動にご協力いただきありがとうございます。
暑い夏もなんのその！毎日、自然があふれる建部の庭で、川で、森で、山で、元気いっ

ぱい遊ぶ子どもたち。１学期はたくさん水遊びを楽しみました。９月には、建部の梨園の
込山さんのご厚意で親子梨狩りをさせていただき、交通安全啓発のジュニアポリスにも変
身。秋には運動会やバス遠足、サツマイモ堀りなど楽しい行事が待っています。木の実や
落ち葉で遊ぶのも楽しみです。
このように、四季の移り変わりを体感しながら、思い切り遊ぶことができる恵まれたこ

の場所に建部幼稚園ができて、今年で７０周年を迎えます。「今まで本当にありがとうご
ざいました！」の気持ちを込めて、下記の日程で、ささやかなイベントを計画しておりま
す。お近くの方、建部を愛する方ならどなたでも来ていただけます。ぜひ、たくさんの皆
様のご来園をお待ちしております。

建部幼稚園は今年度創立７０周年を迎えます！

懐かしい先生に会えるかも。

お庭でゆっくり…も大歓迎！

７０周年記念にクラス名が

変わったよ。

手作りのクラス看板だよ！



日浦さん、世界大会で大活躍 優勝に貢献

ＢＯＯＫ ＴＩＭＥ ｉｎ 建部

『どんなにきみがすきだかあててごらん』

サム・マクブラットニィ／ぶん アニタ・ジェラーム／え
評論社

おやすみのじかん。ちいさなウサギはおおきなウサギに
「どんなに、きみがすきだかあててごらん」と聞いてみた
くなりました。「そんなこと、わからないよ」と、おおき
なウサギ。そこで、ちいさなウサギは腕を思いっきり横に
伸ばして「こんなにさ」と言いました。おおきなウサギも
張り合うように長い腕を伸ばします。跳んだり、はねたり、
体全体を使って大好きな気持ちを伝えあう姿に心が温かく
なる絵本です。大切な人と一緒に読んでみませんか。

八日市図書館からの案内

建部キラリ7月号で、「建部南町の日浦大凱(たいが)さん（聖徳中学３年）が、フランス
で開催のヨーロッパ選手権大会の日本代表メンバーに選出」との記事を掲載しました。今回
はその続報です。
フランス、オランダ、ドイツ、チェコ、日本の5か国で争い見事に優勝を果たしました。

予選リーグ、決勝トーナメントを勝ち上がった日本チームは7月26日にドイツと決勝戦を
行い勝利しました。日浦さんはエースピッチャー
として多くの試合で投げ、決勝戦でも勝利投手になりました。
日浦さん、おめでとうございます！
現在は高校野球での活躍を目指し、

湖東リトルシニアでの練習と家での
お父さんとのマンツーマンの練習に励
んでいます。
将来の目標はプロ野球選手になることです。

写真 左：日浦大凱さん



暑かった夏も終わり、秋の気配が感じられる季節となりました。今回、ご
紹介したい食材は梨です。梨は、私たちの住む建部で栽培されている『たて
べ梨』でもおなじみの果実です。

梨は、歴史が古く、弥生時代に大陸から伝わった食材です。中国、唐の時
代、玄宗皇帝が宮廷の梨園で音楽や舞踊を教えたことから、「梨園」は、日
本では歌舞伎界を指すようになりました。ここでは、中医薬膳学から見た梨
について紹介します。

中医薬膳学では、『梨』は化痰止咳平喘類に分類されています。これは、
痰を取り除き、咳を鎮め、喘息や呼吸困難などの症状を和らげるというもの
です。肺（肺は乾燥を嫌う臓器）を潤し、乾いた咳や痰、のどの痛み、かす
れた声を改善します。体全体にも、潤いを与え、口、鼻、皮膚、腸内の乾燥
を防ぎます。体の熱を冷ます作用もあるので、余分な熱を冷まし、お酒の飲
みすぎによるアルコールの熱や毒性を和らげます。また、肌に潤いと栄養を
与えることにより、肌を活性化するので、美肌にも、効果的です。

秋は、気管支が乾燥して咳も出やすく、皮膚や鼻も乾燥しやすい季節です。
また、腸内も乾燥しやすいので、便秘にもなりやすいです。このことからも、
梨は、夏の暑さが少し残る秋には、とっておきの食材なのです。でも、食べ
すぎると、身体を冷やす作用があるので、おなかが冷えて下痢をこともある
ので注意が必要です。冷えが気になる場合は、はちみつなどと一緒に加熱し
て、食べることをおすすめします。加熱することにより、冷えの作用が緩和
され、はちみつとあらせることで、のどの症状にも効果があり、肺を元気に
してくれます。薬膳料理の一品になりますよ!(^^)!
【養生庵sakai：込山】

お問い合わせ先
建部地区まちづくり協議会・建部コミュニティセンター
TEL・FAX:0748-22-0303 IP:5801-0303
Mail：tatebe-machikyo＠e-omi.ne.jp

公式ＬＩＮＥ
建部地区まちづくり協議会＆コミセン

お得な情報やクーポン配信中！

～養生の知恵袋～

～建部小学校の歴史～ふるさと建部
日吉・瓦屋寺・堺・南・北の五村組合にて上日吉の金賞寺を仮校舎として進智学校を設立。

・明治10年1月これを建部小学校とした。
・明治13年6月上日吉に新校舎を設立する。
・明治19年第三学区簡易科上日吉小学校となる。
・明治20年4月尋常小学校となる。
・明治22年4月建部校と改称した。
・明治34年4月高等科を併置する。
・大正元年10月改築校舎が落成し、11月に増築した。

昭和16年3月国民学校令の公布によって、70年間続いてきた小学校が4月1日から国民学校
と改められました。
昭和22年4月新学制が発足し、再び小学校という名称に復した。

（ふるさと建部参照）

“秋におすすめの『梨』”
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